
大地と食のものがたり

越冬玉ねぎは語る　

火山と玉ねぎの

“冬支度”な話

伊達市では、あま～い玉ねぎが育ちます。

有珠山から噴き出した軽石を多く含む、水

はけの良い土と、伊達市のほどよい気候が

あいまって、越冬栽培を可能にします。玉

ねぎは、冬の寒さに耐えながら、糖度と栄

養素をぎゅっと高めておいしくなります。
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豊浦いちごは語る

火山灰台地とイチゴの

“陽当たり良好”な話

豊浦町には、イチゴが大好きな日当たりの

よい台地が広がっています。ここは大昔に

火山から噴き出した、火山灰で覆われた丘

陵地。イチゴはゆるやかに連なるこの丘で

春の陽をいっぱいに浴び、赤く甘くなるま

で待ってから収穫されます。

有珠山のふもとにある岩礁地帯は、大昔に

有珠山が崩れてできた場所。ごつごつした

岩場に根を張って、昆布は海底にじゅうた

んのように広がります。岩が波をやわらげ

快適な環境で、エゾバフンウニは昆布を食

べておいしく育ちます。

大地と食のものがたり

エゾバフンウニは語る

山崩れとウニの

“快適生活”な話

オロフレ山のふもとでは、真冬にトマトが

作られています。栽培用のハウスに温泉水

を引くことで、北海道で一番早い2月から

トマトを出荷。ハウスを通った温泉水は、

さらに浴場や病院に引き込まれ、地域の暮

らしを暖めます。
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オロフレトマトは語る

温泉とトマトの

“一石二鳥”な話
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